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要旨：本稿は、モンゴル語トルグート方言 1 の母音の内在的特性に関する基礎データを示すも
のである。母音の内在的特性には、intrinsicF0、intrinsic duration、intrinsic intensityがあるが、
基本周波数に関しては、相対的な広狭差に対応していることが確認され、持続時間長および物
理的強度においては、両者を相関させると、一定の範囲内で分布する傾向が看取された。 
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1. 序 
言語のプロソディーを扱う上では、それに与える分節音の影響を十分に考慮すること
は不可欠である。その中でも特に、母音による影響、すなわち母音の内在的特性（intrinsic 
properties）はプロソディーに確実に影響を及ぼすものとして広く知られている。 
モンゴル語学の領域では、分節音の基礎データの蓄積はまだ不足しているのが現状で
ある。管見の及ぶ限り、呼和（1999）がある程度である。よって、基礎データの量を増
やしていくことが望ましい。本稿はその必要に応じた、モンゴル語トルグート方言の母
音の内在特性に関する基礎実験の報告である。 
さて、母音の内在特性には、intrinsic F0、intrinsic duration、intrinsic intensity があるが、
それらは、母音それぞれが内在的に備えている基本周波数、持続時間長、物理的強度の
特性のことである。 
                                              
∗本稿は、実験音声学を学び始めたごろから直接的にいただいたご指導、ご教示と諸氏のご著作やご論文を
通じて学ばせていただいた貴重な知識をもとに執筆した。改めて、深い学恩を賜った城生佰太郎先生、お
世話になった先輩の福盛貴弘氏、宇都木昭氏、高慧禎氏にこの場をかりてお礼を申しあげたい。また、被
験者のタイブン氏に感謝の意を表したい。 
1 本実験の対象であるトルグート方言は、中国新彊ウイグル自治区で話されているモンゴル語オイラト方言
の下位分類の一つである。なお、このトルグート方言は、オイラト方言において代表的な位置を占めるも
のである。 
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2. 目的 
本稿では、モンゴル語トルグート方言の母音の内在的特性を音響音声学的に検証する
ことを目的とする。そのために、まず母音のフォルマント値を示し、音響ダイアグラ
ムから各母音について検討する。それから、母音の基本周波数（F0）、持続時間長
（duration）、物理的強度（intensity）に関する基礎データを呈示する。 
 
3. 方法 
3.1. 被験者 
 本実験では、言語への感性と調音明瞭度がよいトルグート方言話者のタイブン氏をイ
ンフォーマントとして選んだ 2。インフォーマントのフェースシートは次のとおりである。 
 氏名：タイブン氏 
 生誕年：1987 年 
 性別：男 
 言語形成期を過ごした場所：中国新彊ウイグル自治区タルバガタイ地方ホブグサ 
イル蒙古自治県のテブケウスンスム 
 
3.2. 分析資料 
 分析資料は、/bVb/([pVp])のVの箇所にトルグート方言の短母音/a,e,i,a,o,u,o,u/と長母音
/a,e,i,a,o,u,o,u/ 3を挿入して作った 16 通りの無意味語である。一方、キャリアーセン
テンスの/ordd…esn u ua/(日本語訳：オイラトに…という語はない)を用意した。
これに、分析語を挿入し、キャリアーセンテンスごとカードにトド 4文字で記入した。 
 録音は、ランダム配列にした 16 枚のカード呈示した資料を一枚一枚めくりながら読み
進めるという形をとった。録音に先立ち、インフォーマントには読み上げる練習を数回
してもらった。採録は各 10 回分とっているが、毎回の間に適宜休憩を挟んだ。 
従って、本実験の分析資料は、毎回の最初と最後に入れたダミーを除けば 16×8=128
通りになる。 
 
3.3. 編集·解析 
 DAT（SONY 社製、DAT TCD-D100）に録音された分析資料は、Cool Edit 上で一つずつ
切り分け、サンプリングレート 48kHz、量子化 16bit で WAWE ファイルとして保存した。
解析の際、データを 8kHz にダウンサンプリングしている。 
 音声資料を、Multi-Speech 上で解析した。フォルマントは、広帯域スペクトログラムに
                                              
2 オイラトの英雄叙事詩ジャンガルの語り手でもあるタイブン氏は言語への感性が優れている。本実験では、
城生佰太郎（1997:59-61）に示されたような「エルゴード性（ergodicity）」に基づく研究立場に負うところ
が多い。 
3 /a,e,i,a,o,u,o,u/と/a,e,i,a,o,u,o,u/の 16 音素を認めるという点では、諸家の意見が一致している。チョジ
ンジャブ（1959）、ト·ブラガ（2005）、トヤー（2007）参照。 
4 トド文字は、中国新彊ウイグル自治区のモンゴル族に使用されている文字である。 
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よる視察と最大音圧点での LPC Frequency Response による算出を併用して測定した。F0
は、母音の定常部（F1~F3 が明瞭にあらわれているところ）の範囲で、Pitch Contour に
よって平均値を算出した。持続時間長は、原波形と広帯域による視察から定常部を決定
し、測定した。物理的強度は、母音の定常部の範囲で、Energy Contour によって最大値と
平均値を算出した。 
 
4. 結果·考察 
4.1  フォルマント 
 表１に、短母音と長母音におけるフォルマント値（加算平均値）を示す。単位は、Hz
である。また、値を再配列した音響ダイアグラムを図１に呈示する。短母音は○、長母
音は●でそれぞれ示している。上段は縦軸に F3 を、下段は縦軸に F1 をとり、両者とも
横軸に F2 をとっている。なお、軸はすべて対数スケールで示した。 
 
表 1:母音におけるフォルマント値（Hz） 
短母音 F1:M        (SD) F2:M        (SD) F3:M        (SD) 
bab  756       (18.5) 1205        (34.5) 2611       (86.5) 
beb  406       (11.6) 2082        (32.7) 2792       (39.7) 
bib 298       (9.1) 2143        (60.7) 2937       (51.0) 
bab  672       (15.9) 1738        (71.2) 2786       (32.2) 
bob  480       (23.6)  889        (20.5) 2586       (95.3) 
bub  356       (19.5) 818        (26.1) 2455       (50.5) 
bob  412       (26.7) 1660        (60.1) 2522       (36.3) 
bub  307       (17.4) 1710        (13.0) 2382       (61.2) 
長母音 F1:M        (SD) F2:M        (SD) F3:M        (SD) 
bab  794       (34.3) 1223        (21.6) 2659       (70.5) 
beb  384       (14.2) 2134        (27.8) 2899       (37.9) 
bib 288       (16.5) 2242        (32.4) 3095       (42.6) 
bab  704       (10.1) 1859        (18.9) 2838       (20.9) 
bob 473       (21.3) 868        (20.2) 2668       (89.8) 
bub  345       (28.7)  745        (12.5) 2436       (67.1) 
bob  438       (17.2) 1719        (17.2) 2545       (73.3) 
bub  305       (30.1) 1778        (10.3) 2402       (39.7) 
  
図１に呈示した音響ダイアグラムは、ほぼ母音チャートに相当するものである。記述
の便宜上、図１のF1-F2 図における分布をおよそ 4 等分し、母音チャートの開口度クラス
に分けて示している。表１と図 1 に示されているとおり、トルグート方言は、対応の短
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母音と音質がほぼ同様な長母音を有する。図 1 を見る限りにおいても、各長母音（●）
は、対応の各短母音（○）と基本的に同様な分布パターンを見せていると言えよう 5。 
 
図 1:母音の音響ダイアグラム（○:短母音、●:長母音） 
                                              
5 しかし、長母音（●）は短母音（○）よりも若干外側へ引っ張られた分布領域を有することが図１から
見て取れる。この現象については、チャハル方言の音声を分析したフヘとチョジンジャブ(1999:158-159)も
同様の観察を示している。よって、モンゴル語において長母音は短母音に比べて、なんらかの意味でmarked
であると考えることができよう。現代モンゴル語の長母音の発生をモンゴル文語のVCV(C:g,b,y)構造に求
める諸説のうち、Cの弱化﹑消失の原因はその後の母音の長さによるものだという説があるが（トメルトゴ
ー2002 参照）、その一連の変化（*eulen>eulen>ewulen>e’ulen>ulyn（雲）（オイラト方言）、ul（ハルハ、
チャハルなどの方言）には長母音の調音上の「優勢さ」が一助になったのではないかと思われる。 
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母音それぞれの分布を図１の F1-F2 図から視察して、/i,i/と/u,u/は狭母音、/u,u/は狭
と半狭の中間母音、/e,e/と/o,o/はほぼ半狭母音、/o,o/は半狭と半広の中間母音、/a,a/
は半広と広の中間母音、/a,a/は広母音と読み取れる。 
一方、舌位置に関しては、各母音の分布を同 F1-F2 図から目視して、位置の相対的な
左右差から、/i,i,u,u,e,e,o,o,a,a/は前舌、/o,o,u,u/は後舌と解釈できる。/a,a/については、
F2 は相対的に後ろよりと見てよい。なお、円唇化に関しては、F3 も見てみる必要がある。
図 1 の F2-F3 図から窺えるように、円唇母音の/o,o,u,u,o,o,u,u/には F3 の相対的な下降
が認められる。 
上で述べた検討内容は、基本的に同一個人内での体系を考慮したものである。それを
ふまえて、各母音のIPA表記をする 6。/i,i,u,u/に関しては、/i,i/＝[i,i]と/u,u/＝[y,y]のよ
うに表記できるだろう。/u,u/は[,]とみてよい。/e,e,o,o/については、[e,e,ø,ø]と判断
して差し支えない。/o,o/は[,]であると判断するのが妥当であろう。/a,a/は[æ,æ]と記
述できる。/a,a/については、[]をもって記号しておく。 
  
4.2 F0 
 表２に、短母音と長母音における F0（加算平均値）を呈示した。単位は、Hz である。
また、表２における短母音および長母音それぞれの値をグラフ化し、図 2a と図 2b のよ
うに示した。なお、表の中の M は加算平均値、SD は標準偏差値を示す（以下同様）。 
表 2:母音の基本周波数（Hz） 
短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
F0:M 135.5 138.7 144.7 135 140.7 144.7 142.0 150.9 
SD 5.4 2.6 6.2 1.9 1.4 5.0 2.3 7.6 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
F0:M 134.9 131.1 146.3 133.2 142.7 144.4 140.3 158.7 
SD 2.3 1.1 3.0 2.7 2.0 4.9 3.4 6.8 
 
F0:短母音(Hz)
130
140
150
160
bib bäb bab beb büb bub böb bob
F0：長母音(Hz)
130
140
150
160
bib bab bab beb bub bub bob bob
 
    図 2a：短母音における基本周波数      図 2b：長母音における基本周波数 
                                              
6 本稿では、IPA表記をするにあたり、音響ダイアグラムによって浮き彫りになった個別言語（あるいは個
人語）の母音体系を重視する方針を採っている。従って、本稿では、Schwartz et al.(1997)におけるプロトタ
イプ値をおおよその目安としたが、それとはいちいち比較しなかった。 
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図 2a~2b を見ると、基本周波数の特徴として、いずれにおいても、狭母音の方が非狭
母音よりも F0 が高い傾向にあることが読み取れる。これは、他の言語で行われた先行研
究の結果と一致する（例えば、城生佰太郎 1998:73、福盛貴弘 1999、宇都木昭 1999）。さ
らに細かく見れば、/u,u/と/i,i/および/o,o/と/e,e/では、/u,u,o,o/が高くなっていること
がわかる。同じ開口度を有する場合、円唇母音の方が F0 が高く実現することについては、
先行研究によっても指摘されている（宇都木昭 1999）。 
 
4.3 持続時間長と物理的強度 
表３に、短母音と長母音における持続時間長の加算平均値を示す。単位は、msec.であ
る。また、母音それぞれの値を棒グラフ化したものを図 3a（短母音）、図 3b（長母音）
に呈示する。グラフ内は、狭母音（/i,e,u,u/、/i,e,u,u/）と非狭母音（/a,a,o,o/、/a,a,o,o/）
7に大別し、非狭母音を斜線で示している。 
表４に、母音におけるインテンシティの最大値を、表５に、母音におけるインテンシ
ティの平均値を示す。単位は、dB である。また、最大値を棒グラフ化したものを図 4a（短
母音）、図 4b（長母音）に、平均値を棒グラフ化したものを図 5a（短母音）、図 5b（長母
音）に呈示する。グラフ内は、円唇母音（/u,u,o,o/、/u,u,o,o/）と非円唇母音（/i,e,a,a/、
/i,e,a,a/）に大別し、非円唇母音を斜線で表示している。なお、両クラスそれぞれの母
音を狭·非狭に再分類し、非狭母音を濃い色で示している。 
図 3a と図 3b のいずれにおいても、狭母音の方（点線）が非狭母音よりも持続時間長
が短い傾向にあることが看取される。ただし、狭母音クラスではさほど顕著な傾向を見
せなかったもの（/e/、/e/）もある。 
インテンシティーについては、全体の傾向として非狭母音（濃い棒）の方が狭母音（薄
い棒）に勝っていることが図 4a と図 4b および図 5a と図 5b より窺える。ただし、母音
の開口度に厳密に即しているわけではないことも、同時に窺知される。なお、物理的強
度は非狭母音の方が強いという傾向性が、円唇·非円唇クラス（斜線の棒）それぞれの内
部において一層はっきりと現れているようだが、中でも、それほど顕著な差とはなって
いないケースがある。 
表３：母音の持続時間長（msec.） 
短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
duration:M 95.6 91.6 63.4 111.2 103.2 72.4 94.7 67.8 
SD 8.4 5 7.1 13.2 16.8 11.1 3.9 4.1 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
duration:M 175.7 163 133.3 181 179.2 140.7 178.2 135.2 
SD 4.7 6.3 8.1 10.1 10.8 12.1 17.2 9.8 
                                              
7 ここにあげている狭·非狭のクラス分けは、円唇母音（/u,u,o,o/、/u,u,o,o/）、非円唇母音（/i,e,a,a/、
/i,e,a,a/）それぞれの内部に再分けをした相対的な分類である。 
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    図 3a：短母音における持続時間長       図 3b：長母音における持続時間長 
 
 
表４：母音におけるインテンシティの最大値（dB） 
短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
最大値:M 71.9 70.9 66.7 75.1 72.7 72 73.5 70.9 
SD 1.6 0.8 1.4 1.3 0.4 0.7 1.7 1.1 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
最大値:M 72.9 69.4 66.8 75.8 74.2 71.4 75.8 72.1 
SD 1.0 1.3 0.4 0.6 0.6 0.4 1.8 1.0 
 
 
 インテンシティ最大値：短母音（dB)
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 インテンシティ最大値:長母音（dB)
62
64
66
68
70
72
74
76
78
bab bab beb bib bob bub bob bub
 
  図 4a：短母音におけるインテンシティ最大値  図 4b：長母音におけるインテンシティ最大値 
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表５：母音におけるインテンシティの平均値（dB） 
短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
平均値:M 68.2 67.9 63.5 71.9 69.7 69.1 70.3 67.9 
SD 1.4 1.3 1.7 0.7 0.5 0.9 1.4 1.4 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
平均値:M 70.9 67.8 65 73.5 71.4 69.5 72.6 69.8 
SD 1.2 1.2 0.5 0.7 o.7 0.8 1.3 1.1 
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  図 5a：短母音におけるインテンシティ平均値  図 5b：長母音におけるインテンシティ平均値 
 
さて、上に両特徴（持続時間長と物理的強度）を単独で検討したが、両者の値を相関
的に扱うことにも意義がある8。よって、x軸に物理的強度の最大値、y軸に持続時間長を
とった散布図を以下の図 6 に示す。 
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図 6a: 母音における持続時間長と物理的強度との相関散布図 
  
図 6 からわかるように、右上側に分布している非狭母音（黒系の記号）は一般的には狭母
                                              
8 本稿では、トルコ語の母音における持続時間長と物理的強度を相関的に扱った福盛貴弘（1999）の研究方
法を踏襲している。 
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音（白系の記号）より持続時間長が長く、物理的強度が強いという傾向がある。 
 
5 結語 
 本稿の実験で見出されたモンゴル語トルグート方言における内在特性に関する知見は
以下の通りである。 
⑴モンゴル語トルグート方言の母音に関しては、音響ダイアグラムから個別言語（ある
いは、個人語）の体系として特化した分布特徴を捉え、以下のように記述した。 
/a,a/＝[,],/e,e/=[e,e],/i,i/＝[i,i],/a,a/=[æ,æ] 
/o,o/=[,],/u,u/=[,],/o,o/=[ø,ø],/u,u/＝[y,y] 
⑵同一条件下では、狭母音は非狭母音よりも F0 が高い傾向にある。また、/u,u/と/o,o/
は、/i,i/と/e,e/よりも F0 が高く実現している。 
⑶同一条件下では、狭母音は非狭母音よりも持続時間長が短い傾向にある。 
⑷同一条件下では、非狭母音は相対的に狭母音よりも持続時間長が長く、物理的強度が強い
傾向にある。 
⑵⑶は、他の言語あるいは方言で行われたこれまでの先行研究の知見と一致する。⑷は、
持続時間長と物理的強度を相関させて一定の範囲での傾向性を捉えた福盛貴弘（1999）の所
見に近い。 
 以上のように、モンゴル語トルグート方言の母音の内在的特性に関する諸傾向を示し
たが、今後、さらにデータを集めて、それが方言間で、異なる音声環境で一般的に成り
立つものであるかどうかを多元的に検証する必要がある。 
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